
当院での輸血拒否患者への対応の基本方針 

 

１． 輸血を拒否する信念は人格権のひとつとしての自己決定権であり、これを理解

し尊重する。 

２． 当院は治療（手術を含む）中に不測の事態などにより輸血以外に救命方法がな

い場合は輸血を行う相対的無輸血の立場をとる。 

※ただし、輸血が生命の維持に必要な場合でも輸血を行わない絶対的無輸血で

の治療が可能と判断される限られた場合（ごく一部の手術など）や、緊急受診

した患者であって搬送が困難な場合は、“輸血拒否と免責に関する証書”の提出

をもって治療を行う場合がある。 

３． 絶対的無輸血による治療（手術を含む）の実施が困難と判断された場合は、可能

な限り、患者を治療可能な施設に速やかに紹介する。 

 

 


